
単位　％ 七尾市 小松市 輪島市 珠洲市 加賀市 羽咋市 白山市 能美市 川北町 津幡町 志賀町 宝達志水町 中能登町 穴水町 能登町
成人病
予防セ
ンター

予防医学
協会

検診実施方法 集団 個別 集団 集団 集団 集団 集団 集団 集団 集団 集団 個別 集団 集団 集団 個別 集団 集団 集団 集団 集団 集団 集団

対象者数（人） 14,369 26,321 7,614 4,174 18,305 5,928 28,409 11,627 1,348 10,055 5,879 3,706 4,632 2,467 5,146 136,039 136,039

受診者数（人） 1,024 740 921 1,007 427 317 1,069 244 909 666 317 24 140 434 361 53 410 330 310 143 195 6,765 2,458

受診率 1.5 16.2 10.8 6.7 9.7 11.8 9.6 6.3 5.7 10.1 5.2 12.9 21.3 7.3 9.4 2.5 13.0 14.1 11.5 10.8 6.9 7.6 2.8

要精検率 10.3 4.6 12.5 7.5 12.0 10.3 12.3 8.9 11.3 8.1 10.2 14.2 10.3 7.1 7.0 21.2 12.9 13.0 13.1 8.9 13.8 10.7 6.3

精検受診率 77.4 85.7 86.3 85.4 80.9 88.5 86.5 80.6 80.4 85.0 86.4 87.5 87.0 93.2 85.7 90.5 87.8 82.4 83.5 75.0 84.6 83.1 86.2

胃がん発見率※ 0.088 0.146 0.183 0.198 0.074 0.289 0.175 0.234 0.249 0.223 0.147 0.186 0.243 0.203 0.171 0.734 0.242 0.150 0.167 0.177 0.049 0.172 0.129

陽性反応適中度※ 0.742 3.099 1.423 2.592 0.563 2.179 1.459 1.923 2.031 2.913 1.136 1.770 1.987 2.885 2.290 4.505 2.168 1.227 1.375 1.538 0.424 1.613 2.041

※　市町は地域保健・健康増進事業報告、検診機関は石川県生活習慣病管理指導協議会における課題検討結果報告より算出。

※　対象者数、受診者数、受診率は50～69歳、その他の指標は市町50歳以上・検診機関40歳以上を算定の対象としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　受診率は胃内視鏡検査と合わせた数値であり、２年に1回の受診率。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　市町のがん発見率と陽性反応適中度は５年平均で算出。

※　網掛けは許容値に達していない市町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【胃がん検診（X線検査）精度管理５指標】（令和元年度）

市町 検診機関

金沢市 野々市市 内灘町

109,816 10,857 6,777

●「受診率」
胃がん検診の対象者（算出方法は市町によって異なる）のうち受診された方の割合です。高いことが望ましいとされています。

●「要精検率」：要精検者/全受診者
受診された方のうち精密検査が必要とされた方の割合で、許容値は11％以下（受診者 100人中、要精検が11人以下）とされています。

●「精検受診率」：精検受診者/要精検者
「要精密検査」とされた方のうち、実際に精密検査を受けられた方の割合で、精度評価の最も重要な指標と位置付けられています。高いことが望ましい値で目標値は 90％以上、許容値は70％以上とされています。
許容値を下回った市町はありませんでした。

●「胃がん発見率」：発見胃がん患者/全受診者 ※市町はH27～R1の5年平均
受診された方のうち胃がんが発見された方の割合で、基本的に高ければ高い方が望ましい指標です。許容値は0.11％以上とされています。規模が小さい市町の場合その年ごとの増減が大きくなるため、５年間の平均で算出
してあります。

●「陽性反応適中度」：発見胃がん患者/要精検者 ※市町はH27～R1の5年平均
検診で「要精密検査」とされた方のうち、実際に胃がんがあった方の割合で、許容値は1.0％以上とされています。規模が小さい市町の場合その年ごとの増減が大きくなるため、５年間の平均で算出してあります。

※「精検受診率」は許容値を下回ることは良くないとされていますが、それ以外の指標は、人口構成による違いや継続受診者の比率、喫煙者の比率などによっても大きな影響を受けるため、下回れば必ず問題があるとは言
えません。



【胃がん検診（内視鏡検査）精度管理５指標】（令和元年度）

単位　％ 金沢市 小松市 加賀市 白山市 能美市 野々市市 津幡町 内灘町 中能登町 穴水町 能登町

検診実施方法 個別 個別 個別 個別 個別 個別 個別 個別 個別 個別 個別

対象者数（人） 109,816 26,321 18,305 28,409 11,627 10,857 10,055 6,777 4,632 2,467 5,146

受診者数（人） 10,276 844 273 1,300 497 553 515 103 161 3 63

受診率 16.2 4.7 4.0 8.4 8.6 12.9 8.1 2.5 5.1 0.1 2.4

要精検率 4.5 10.5 7.0 7.8 9.1 7.5 7.1 13.4 10.4 50.0 8.3

精検受診率 94.1 100.0 100.0 92.1 98.8 92.4 95.7 100.0 100.0 100.0 100.0

胃がん発見率 0.265 0.241 0.407 0.388 0.103 0.477 0.369 0.000 0.886 0.000 0.413

陽性反応適中度 4.829 2.339 4.396 4.290 0.966 5.985 4.180 0.000 6.780 0.000 4.082

※　市町は地域保健・健康増進事業報告、検診機関は石川県生活習慣病管理指導協議会における課題検討結果報告による。

※　対象者数、受診者数、受診率は50～69歳、その他の指標は50歳以上を算定の対象としている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　受診率はX線検査と合わせた数値であり、２年に1回の受診率。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※　市町のがん発見率と陽性反応適中度は5年平均で算出。

※　網掛けは許容値に達していない市町　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

市町

●「受診率」
胃がん検診の対象者（算出方法は市町によって異なる）のうち受診された方の割合です。高いことが望ましいとされています。

●「要精検率」：要精検者/全受診者
受診された方のうち精密検査が必要とされた方の割合で、許容値は11％以下（受診者100人中、要精検が11人以下）とされています。

●「精検受診率」：精検受診者/要精検者
「要精密検査」とされた方のうち、実際に精密検査を受けられた方の割合で、精度評価の最も重要な指標と位置付けられています。高いことが望ましい値で目標値は90％以上、許容値は70％以上とされています。
許容値を下回った市町はありませんでした。

●「胃がん発見率」：発見胃がん患者/全受診者
受診された方のうち胃がんが発見された方の割合で、基本的に高ければ高い方が望ましい指標です。許容値は0.11％以上とされています。規模が小さい市町の場合その年ごとの増減が大きくなるため、解釈には注意が必要です。

●「陽性反応適中度」：発見胃がん患者/要精検者
検診で「要精密検査」とされた方のうち、実際に胃がんがあった方の割合で、許容値は1.0％以上とされています。規模が小さい市町の場合その年ごとの増減が大きくなるため、解釈には注意が必要です。

※「精検受診率」は許容値を下回ることは良くないとされていますが、それ以外の指標は、人口構成による違いや継続受診者の比率、喫煙者の比率などによっても大きな影響を受けるため、下回れば必ず問題があるとは言えません。
また、「胃がん発見率」「陽性反応適中度」は、小さな自治体では年度による変動が大きいとされています。
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